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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・8/22(火)23(水)に実施した「第4回法人研修」出欠結果がWIZの掲示板に掲示されています。各自確認し、変更のある場合は、8/29(火)までに管理者へ連絡して下さい。
・8/29(火)～8/31(木)中級、上級者の昇格試験実施。

・精神科の実地指導が11/1(水)13：30～となっている。日々の記録物の漏れがないよう行っていく。
[各種締切]
・転倒転落シート、LASMI、学術の抄録の再提出
⇒8/25(金)が期限でしたが、まだ終了していない物に関して早めに行っていくこと。

[研修案内]

・8/30(木)看護グループ内新人研修

・9/8(金)うつ病リワーク研究会　基礎コース　
会場：札幌　時間：18:00～20:00　参加費：無料

・9/9(土)うつ病、躁うつ病、大人の発達障害と医療リワーク

会場：札幌　時間：10:00～16:00　参加費：あり
・9/13(水)五戸で考える認知症の会
会場：五戸病院　時間：18：30～19：50　事前申込なし

＜青明舎利用者様情報＞

・松川　順子様～8/23(水)架電があり、冷蔵庫の中身が減っていることからいつ買いに行けばいいのか相談がある為、どの位の食材が残っているのか尋ね、翌日の朝食分はあると話している為、翌日買物に行くよう伝えている。8/26(土)何度か架電があり、先週に風邪症状があったことから鹿内内科を受診しており、本日も鹿内内科を再受診してきたが、「咳や鼻水が治まったのに病院で薬を貰ってきてしまった」と話している。5日分の処方薬を飲んでいいのか悩んでいる様子な為、残薬もあることから、それを服用してから鹿内内科に相談してみるよう助言している。訪問看護五福を利用している為、情報提供している。8/27(日)は青明舎を利用し、シーツ･毛布･布団カバー等の洗濯を行っている。

・北村　奈美様～8/23(水)夜間に架電がある。内容は、住宅会社社長への不満を話している。相手に電話して罵倒したいと話していたが、デイケアでその件についてアドバイスを受けており、「自制している」と話している。暴言を吐こうとしたことを自身で止めれたことを評価している。
・平　京子　様～8/23(水)定期受診後に来所している。ぐっすり眠れないこと訴え、眠剤が処方になったことを話している。また、火傷をし左手人差し指に水泡があり、皮膚科受診をすると話している。

・高柳　和子様～8/23(水)定期訪問実施。「火災保険更新の手紙がきている」「この前更新したのになんで」と話しているが、既に青明舎訪問前に、自ら保険会社に連絡して確認しており、後日保険会社が訪問予定とのことで、詳細を確認するよう伝えている。体調については、「23日、入れ歯を落として歯茎の辺りが欠けている。柔らかい物しか食べれない」と話している為、歯科受診を促している。
・前野　義勝様～8/27(日)定期訪問実施。体調について、「腰は痛む。少しずつ良くなっている」「腕を上げたりすると鈍痛がある」と話している。通所利用について、不調で出席できていないことを話しており「毎週水曜に連絡している」とスタッフと約束をした曜日には連絡を入れていることを話している。通所より、先週水曜日の電話連絡のやり取りや電話で話していた通院状況、今後のナイトケア利用予定について青明舎へ情報提供している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路智恵子様～就労希望や悠湯の里の見学を希望し、8/23(水)医師へ相談している。医師からは、就労は年齢的に難しいことや悠湯の里の見学はしてもよいが、騒がないようにと言われ、グループホームに暫くは居るようにと説明を受けている。
・繁名　和恵様～松尾歯科受診中であり、9月に差し歯を作る予定。8/24(木)架電があり、「2・3日前に冨田さんに、タオル使ったでしょ！」「意地悪だね」と等と言われると話している。8/26(土)にはスリッパを切られた話をしてきており、誰からも言われてはいないが「繁名さんが出来ないからでしょ。と言われてるような気がする」と話すことがある。昨日も本日も幻聴があり、耳を圧迫するとの不調がある為、本日はデイケアは欠席となっている。
・冨田　紀子様～8/25(金)スリッパについて話を聞くと、「ふちを取った」と話したり、「やられた」と話しており、辻褄が合わない返答をしている。タオルについては、「奥の方に置かれてた」との理由からであることを話している。
9/1(金)10:00悠湯の里の見学予定となっている。

・古舘　ヨリ様～8/25(金)八戸赤十字病院を受診している。特変なく、次回の受診は9/29(金)となっている。
・田中　一　様～「眠い。眠れていない」と話すことがあり、睡眠にバラつきが見られている為、医師への相談を勧めるが「あと2週間ぐらい様子を見る」と話している。

・関　秀治　様～以前本人より相談があり、就床前薬のレボトミンが除剤となる予定だが、なくなっても眠れるか不安と話し、医師へ相談することとしていた。8/25(金)訪問時、世話人へその件について話しており、減薬はせず、診察も隔週で行うとのことで、本人も安心している様子がみられている。
・番沢　政勝様～9/4(月)15:30鹿内歯科医院を同行受診予定。今回も同行受診するが、今回の様子をみて次回からスタッフの同行なしで行くかを検討していく。
・若松　邦生様～9月に障害者就労合同面接に参加すると話している。
・村上　元道様～以前、多弁さ、気分の高揚さが見られていたが、8/23(水)以降は落ち着いているように見えるが、不機嫌な態度がみられている。
・田名部浩平様～8/26(土)・27(日)外泊している。

・坂本　秀男様～8/31(木)南部町役場に行く為、デイケアを欠席する。
・大下　伸治様～8/23(水)・24(木)デイケアを欠席している。欠席理由は「他の人に悪く思われるから行かない」「体の凝り」と話している。体の凝りについて、原因は分からないと話している。土日の訪問時はそのような訴えはなかったが、最近背中にスミルチックを塗る範囲が広くなってきているとのこと。
＜利用者様情報＞

デイケア

・高柳　和子様～本日、外来看護より情報提供があり、今朝訪問時｢先週土曜日死にたくなった｣｢ご飯作ろうと包丁を見たら、自分でもやばいと思った｣と話していたとのこと。その後、特定利用者様(古舘ヨリ様)と叔母様に連絡したところ、叔母様より「薬を飲んで早く寝るように」と言われたとのこと。助言通りにし、翌日には大丈夫になったと話している。口調や表情は落ち着いており、今後の対処方として、精神的不調時はどこでもよいから（青明舎、青南病院、叔母様）連絡するよう伝えたとのこと。併せて、デイケアでも様子観察してほしいとのこと。次回来所時には、精神症状の変化がないか観察していく。スタッフに遠慮をして、自分から話し掛けることができないことがある為、スタッフからも声掛けを行っていく。

・古舘　ヨリ様～本日、外来看護より情報提供があり、今朝電話にて、本人より下剤を目薬と思って点眼してしまったとの報告があった為、すぐに洗い様子を見るよう伝えたとのこと。来所後、目について確認すると｢点眼したつもりが、頬にあったって入らなかったようだ。大丈夫｣と話しており、両目を確認すると、両眼充血は見られない。薬を間違えた理由について｢冷蔵庫の入れた場所が同じ所で、確認もしないで使用した｣と話している。置く場所を変えて、次回は確認した後に点眼するよう伝えている。

・繁名　和恵様～本日架電があり、｢昨日から幻聴がひどくて、薬を飲んだけれど、辛い｣｢幻聴が聞こえて笑ってしまい、隣の淡路さんの部屋まで聞こえて迷惑をかけたの｣｢幻聴が酷くて耳が痛いから、今日デイケアを休みたい｣と震えた声で訴えている。世話人も近くにいた為電話を代わり、幻聴で耳が痛い等の訴えもあり、通所が難しい様子であるとのこと。本日は世話人が定期的に様子確認をするとのことで、デイケアは欠席となっている。

デイナイトケア
・千葉　輝夫様～8/21(月)より、肺炎にて八戸赤十字病院に入院中である。1週間の入院予定であるが退院日の連絡がない為、8/25(金)息子様に電話している。現在の体調については、徐々に回復しているが鼻カニューレによる酸素療法を行っており、歩行は出来ず車椅子を使用しているとのこと。足の筋力も落ちているため、今後歩けなくなる可能性も考えられるとのこと。8/28(月)は欠席で、火曜日以降のことは本日に再度連絡を頂くこととなっており、連絡がない際にはこちらから連絡していく。

・鈴木真知子様～本日よりデイナイトケア利用開始となる。青風荘より情報提供あり､8/25(金)14：00青南病院を退院。内服薬（朝、昼、夕、就）×7日分・ロナセンテ－プ7回分（毎日、16:00に貼付する）、不穏時の臨時薬を病棟より受け取ったとのこと。帰荘後の様子としては、他者とは穏やかに会話しているが、食事の残食多く見られており、日課は声掛け要していたとのこと。8/26(土)16:00熱感が見られ、体温測定すると37.5℃であるが、咳や鼻汁症状は見られず、自室にて静養している。夕食は全体の1/4量摂取して箸を止めており、何度か声掛けする事で全体の3/4程摂取する事ができている。21:00体温36.0℃、翌朝8:00体温36.0℃で経過しており、スタッフ声掛けに対する反応は良好であるが、目を強くつぶっていたり、空笑が多く見られている。本日のデイナイトケアでは、日課はスムーズに行っているが、時折動きが止まっていることや空笑見られている為どうしたのか尋ねると「なんでもない」と話している。昼食後薬は自ら服用に来ているが、口腔内に錠剤を残したまま立ち去ろうとしており、介入要している。体調確認すると「食欲がない」「めまいがする」と訴えており、昼食は各食1/4のみ摂取となっているが、歩行時のふらつきはみられず、プログラムも問題なく参加している。

・小向　武雄様～昼食後、歩行時膝を曲げずに前傾姿勢で歩いており、声を掛けると右膝の痛みを訴えている。転倒に注意し、椅子に座るように促すが廊下をゆっくりとウォーキングをしている。再度声掛けをし、歩行する際には手すりに掴まって歩くように促し、痛いときには座っているように伝えると食堂ホールに戻り椅子に座っている。その後は、椅子に座り安静にして過ごしており、プログラムにも参加すること出来ている。痛みの状態について詳しく確認すると、安静時痛はないが、歩行時に膝を曲げると痛みがある為、膝を伸ばした状態で歩いているとのことで、歩行時には転倒しないよう見守りを行っている。

・小野寺ノリ様～青風荘より情報提供があり、8/26(土)12:15無断で施設から青山荘方向に出て行っており、青山荘スタッフに付き添われて戻っている。スタッフの声かけにニヤニヤしており、「うう～ん」と頭を傾げていたとのこと。

・倉石ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、8/27(日)午前中、左上腕を上に上げながら、「いでぇ…」とスタッフへ訴えている。状態確認するが、腫れや赤みはなく、本人も原因不明とのこと。事務所保管の湿布貼付して様子を見ているとのこと。

ナイトケア
・関　　秀治様～8/25(金)普段来所している時間に来ておらず、グループホームに電話している。グループホーム同居者が出ており、まだグループホームに帰ってきていないとのこと。グループホーム世話人に情報提供し、所在確認の為就労先にも連絡している。就労先に本日の様子を尋ねると、出勤時間が普段より1時間遅く出勤していた為、退勤時間もそれに伴い1時間遅くなっているとのこと。その後、普段より遅い時間ではあるが、来所し、プログラムに参加している。出勤時間が遅れたことについては、本人は話しておらず、普段よりナイトケアの来所が遅れた理由を確認すると、「やることが遅かったので･･･」と話している。週末になると疲労感が増強するとのことで、早めに就寝しゆっくりと休養するよう伝えている。以降、他利用者と表情穏やかに麻雀を行っており、不調の訴え等は聞かれず定時まで過ごしている。

・植村　廣隆様～8/25(金)表情良く来所していたが、帰る際に「今日は早く帰えらないといけなくて」と話しており、理由を尋ねると「暴走族関連で警察を呼ばないといけないんで」と答えている。詳細について尋ねるが具体的に話すことなく、足早に帰っている。次回来所については「来週火曜日に来るかも」と話しており、その際に状況を確認していく。
＜外来情報＞
8/26(土)

・八木橋牧雄様～体調は変わりなく、断酒継続されているとのこと。断酒会や料理教室に参加していると話している。

・久保　興介様～幻覚、幻聴はなく散歩や料理をして過ごしているとのこと。

・我満奈津紀様～疲れや苛々感、音に過敏になることがあったとのこと。仕事は続けることが出来ていると話している。

・松村　勉　様～お盆は母様と過ごしたとのこと。兄様が入院しており、買い物を頼まれる事があると話している。

・市澤　信行様～希死念慮はなく、昼寝の時間が増えたとのこと。ふらつきは多少あると話している。

・北村　奈美様～母様のみ来院している。天気が悪いだけで不安になったりしていることや食事は1日1食の日が多いとのこと。時々母様に怒ってくることはあるが、自分から謝ってくるようになったと話している。

8/28(月)

・上村　正暁様～現在、八戸赤十字病院にて肝炎の薬が処方になっているが、副作用が気になり、毎日服用することに抵抗がある為、4日に1回服用しているとのこと。医師より、自己判断で服用せず、日赤病院へ相談してみるようにアドバイスがある。

・下口　政子様～お盆には墓参りに行ってきたと話している。幻聴はあるが気にしないようにしていると話している。

・田中　一　様～ハロマンス(50)１Aの注射が2週間に一回から4週間へ1回へ変更となってから「眠りが浅い」とのこと。これまで通り2週間に1回で実施していく。本日施行している。両大腿へ湿疹があり、引っ掻かないように伝えている。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（関　秀治様）

実施日：H29年8月28日（月）13：30～14：00

　　　　　　担当：戸賀沢

	氏名
	関　秀治
	性別
	男
	年齢
	39
	生年月日
	S53年3月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法・精神療法を継続して行い、症状の安定・日常生活能力の維持向上を図っていく。

	本人希望
	現在の生活を維持したい

	入院歴
	計　1　回（最終：Ｈ14年11月5日～Ｈ16年2月16日）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H16年4月6日～現在（週2回/火、木曜日）
ナイトケア：H19年9月4日～現在（週2回/水、金曜日）

	その他サービス利用
	グループホーム「あおめ」入所

地域活動支援センター「青明舎」（不定期）
パンションリビエラにて掃除の仕事をパートで行っている。

月・水・金・土　各2時間　

	住居：グループホーム　あおめ
	家族構成：両親、兄一人と姉二人

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	自立支援医療：上限2500円


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、ｸﾞﾙｰﾌﾟホームで安定した共同生活維持が出来る
	①疾病管理が行える。


	①体調の変化や疲労に気づき、対処する事が出来る。
	①不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

	
	②家事動作能力を高める。
	②悩み事がある際は相談が出来る。
	②些細な事でも悩み事がある際には自ら職員へ相談する。職員は､一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛ける。

	
	③目標体重を75㎏にする。
	③とりあえず80kg以下を目標とし、減量に取り組むことが出来る。
	③食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。
	・スタッフの声掛けで、頭痛があることを話したことがあるが、自らは不調の訴えをしてくることはない。

・一時的に世話人が服薬チェックを行ったことはあるが、以前からの通り、忘薬ないことが分かり、すぐ中止となっている。

・声掛けに対し「大丈夫です」と話し、身体不調は特にない様子でいる。

・疲労感については、「少しありますけど大丈夫です」と少し間をおき、話す時もあるが、生活や仕事上に大きな問題はないとのこと。

・プログラム企画運営で8月司会担当であったが、企画実施日には天候により、交通方法をサブ司会者と相談し、変更を各メンバーに伝えている｡


	・不調や疲労感については自分から報告することが少なく、スタッフからの介入を要することがある為、左記目標は継続とする。

・グループホームでの掃除や調理プログラムの際に自分から動けず、行動できないことが見られているが、就労支援プログラムの企画運営の際に司会担当になると、細かい内容を相談しながら実践することができている。上記件は、活動の枠が決まっていることは実施できるが、枠が自由な活動については行動できていないことが考えられる。その為、枠が決まっていない活動でも自分自身の判断で行動できるように、①の目標計画を変更する。

	②些細な事でも悩み事がある際には自ら職員へ相談する。職員は､一日に一度は声をかけ、悩み事はないか具体的に問い掛ける。
	・声掛けするが「大丈夫です」と話し、訴えてくることはない。
・調理実習などでは、周りの様子をみて助言することもあるが、流しにたまった容器等を自ら洗いはじめることもある。

・青明舎や青陽館スタッフに分からないことについて、自ら声掛けしてくることは出来ている｡

	・相談事については、自らスタッフに声掛けすることが出来ている為、目標達成とする。



	③食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。
	・チャーハン（卵とキャベツ入り）や焼きそばにご飯、卵焼き、納豆、豆腐持参する事がある。野菜が見当たらない時は、声掛けに対し「次に野菜を食べます」と話される。
・自炊内容は「野菜取るように心掛けています。」と本人も自覚している。
・どうしても空腹が我慢できないときがあり、朝食前等に食パン3枚を1度に食べることがあるとの事。
	・間食が増えることもあり、体重が80～85kgの間で変動している。持参の弁当に炭水化物がだぶっていることもあるが、声掛けすると、笑いながら返事をすることがあり、バランスがとれていないことは理解している様子はみられる。卵焼き、納豆、豆腐等を持参していることもある。今後も目標計画を継続し、体重が増加傾向にある時は、食材は何を買っている聞き対応を検討していく。また、声掛けすることで、改善策を見出し、方法を変更出来るように関わっていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、ｸﾞﾙｰﾌﾟホームで安定した共同生活維持が出来る。


	①病状や生活の管理ができるようになる。
	①-2体調の変化や疲労に気づき、対処することができる。
	①-1不調がある際は､職員へ相談する。職員は､疲労や不調の感じ方とその影響の有無を把握し、無理をしない過ごし方や対処法を共に検討する。

	
	
	①-2自分自身で判断しながら行動できるようになる。


	①-2デイケアでの活動や掃除を自分で判断して行なえるようになる。スタッフは本人の取り組み状況を確認し、出来ている点は評価していく。出来ていない点は、本人の考えを聞きながら取り組みやすい実施方法を具体的に考えていき、実践を促していく。

	
	②食事の偏りなく摂取できるようになる
	②バランスの良い食事を摂取し、目標体重80㎏を目指す。
	②食事内容を職員へ報告し､減量に必要な助言を受ける。職員は食事内容を確認し、バランスの良い食事を摂る為に不足している栄養素の摂取を促す。


